
【Dボラ】スマホ相談会

～地域共生社会の実現に向けた取り組み～
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尾長地区社会福祉協議会
東区社会福祉協議会

資料３



取り組みのきっかけ

R5年７月 第一学院高等学校の先生より相談。

「様々な背景のある生徒たちが地域社会と
交流することで、親や同世代以外の多様な人
との関わりや経験を増やしてほしい」

➡若草町内の清掃活動、ぽっぽひがしの見守り
ボランティアにつなげる。
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取り組みのきっかけ

生活支援
コーディネーター

LINEの使い方がよくわからない

スマホを持っているが使いこなせていない

講義形式のスマホ講座は個々のニーズに応えきれない。

若者に先生になってもらい、スマホ講座ができないか？
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取り組みの経緯

尾長地区社協、第一学院高等学校に会話や交流も目的とした、
高校生がマンツーマンで教えるスマホ相談会を提案！

4

➡R5年8月
尾長地区社協、第一学院高等学校（先生・生徒）、東区社協
の３者で企画会議を開催！

➡R5年９月２６日に開催することが決定！！
名称は、学校名の頭文字を取って

『【Ｄボラ】スマホ相談会』



活動内容
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スマホの使い方を知りたい人生経験豊かな高齢者と
社会参加・他者との交流を求めるスマホ世代の高校生が
お互いの困りごとやニーズをお互いに支え合う、
コミュニケーション・多世代交流も目的とした
マンツーマン対応のスマホ相談会

ここが
ポイント

➡お互いが「支えられる側」にも
なり、「支える側」にもなれる



活動状況
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第２回には、NHKの取材が入り、
「お好みワイドひろしま」で放送されました！

活動状況
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取り組むにあたり工夫したこと
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〇生徒が多くの学びや
気付きを得られるよう、
オリエンテーションを
実施。

〇生徒の「自主性」と、
「若者らしさ」を尊重。

オリエンテーションでの
高齢者疑似体験の様子



今後したいこと

・継続開催し、関わる学生と地域住民を
増やしていきたい。

・取り組みの周知、PR（参加者を募る
ためだけでなく）。

・地域行事等での学生と住民の交流
促進。
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会議参加の他団体に協力を
お願いしたいこと

・他の学校や地域でも実施できたらいいな。
→連携し、推進していきましょう！

・第一学院高等学校の生徒たちの活動を
知り、周囲の人たちに伝えてほしい。
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